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５.1 
 

日比谷メーデーへ 

2023 メーデー 
 

★
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
反
対 

即
時
停
戦
を 

★
戦
争
と
覇
権
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
反
対 

★
イ
ン
フ
レ
収
奪
反
対 

大
幅
賃
上
げ
を 

★
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
か
ち
と
ろ
う 

★
８
時
間
労
働
制
を
再
確
立
し
よ
う 

★
非
正
規
・
女
性
差
別
を
撤
廃
し
よ
う 

★
琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を
阻
止
し
よ
う 

★
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
・
改
憲
阻
止
し
よ
う 

★
日
米
安
保
・
全
軍
事
同
盟
を
廃
止
し
よ
う 

★
労
働
者
国
際
連
帯
で
闘
お
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

団結して闘おう 

 



                          

日
比
谷
メ
ー
デ
ー 

自
民
党
本
部
前
行
動
へ 

◆５月１日（月） 

＊日比谷メーデー 

集会、デモ行進 

集合：９時 30 分 

        日比谷公園霞門 

主催：日比谷メーデー実 

＊反戦メーデー 

自民党本部前行動 

集合：１４時 

 参院議員会館前 

呼びかけ： 

労組反戦行動実行委員会 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
契
機
に
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
諸
国
は
大
軍
拡
に
踏
み
出
し
た
。

米
国
の
軍
事
戦
略
に
追
随
す
る
岸
田
政

権
も
歩
調
を
合
わ
せ
、
国
会
で
の
議
論

も
な
く
軍
事
費
倍
増
の
大
軍
拡
と
「
先

制
攻
撃
（
敵
基
地
攻
撃
）
」
体
制
整
備

を
決
定
し
た
。 

 

大
軍
拡
は
戦
争
を
呼
び
起
こ
す
。
大

量
に
生
産
さ
れ
配
備
さ
れ
た
兵
器
・
弾

薬
は
消
費
（
戦
争
）
し
な
け
れ
ば
行
き

場
を
失
い
、
軍
事
産
業
資
本
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
。
軍
事
産
業
大
国
・
米
国

が
定
期
的
に
侵
略
戦
争
を
仕
掛
け
る
の

は
そ
の
た
め
だ
。 

戦
後
を
み
て
も
朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０

～
）
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
１
９
６
５
～
）
、

湾
岸
戦
争
（
１
９
９
０
～
）
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
戦
争
（
２
０
０
１
～
）
、
イ

ラ
ク
戦
争
（
２
０
０
３
～
）
そ
の
他
の

地
域
紛
争
へ
の
介
入
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙 

に
い
と
ま
が
な
い
。 

 

私
た
ち
全
関
労
は
２
０
２
３
メ
ー
デ
ー
に
取
り
組
む
。
当

日
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
及
び
反
戦
メ
ー
デ
ー
自
民
党
本
部
前

行
動
に
参
加
す
る
。 

５
・１
メ
ー
デ
ー
に
結
集
を
！ 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
反
対
！
即
時
停
戦
を
！ 

５・１ 

 

戦
争
を
あ
お
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
反
対 

 

今
度
は
米
国
の
み
な
ら
ず
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
諸
国
そ
し
て
日
本
を
含
む
Ｇ

７
諸
国
な
ど
が
軒
並
み
大
軍
拡
に

走
り
、
軍
事
産
業
体
制
す
な
わ
ち
戦

争
体
制
が
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
る

の
だ
。
１
年
を
超
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
は
停
戦
の
動
き
は
ま
っ
た
く

な
く
、
む
し
ろ
米
国
を
は
じ
め
と
す

る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
は
次
々
と
軍
事

援
助
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い

る
。
彼
ら
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
ロ

シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
体
制
を
追
い
詰
め

る
と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
労
働
者
民
衆
の
犠
牲
の
上
に
ぼ

ろ
儲
け
を
し
て
い
る
の
だ
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
反
対
し
、
即

時
停
戦
を
求
め
よ
う
。
戦
争
を
あ
お

る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
反
対
し

よ
う
。 

反
戦
メ
ー
デ
ー
を
闘
お
う 

 

１
９
２
０
年
、
日
本
で
最
初
の

メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
１
０
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働

者
が
８
時
間
労
働
制
を
求
め
て
ス

ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上
が
っ
て
か
ら 

１
３
７
年
に
な
る
。 



                          

５
・
１ 

 

裁
量
労
働
制
は
労
働
者
が
何
時
間
働
い
て
も
残
業
代
を
上
乗
せ
す
る

必
要
が
な
い
。
２
０
１
８
年
に
当
時
の
安
倍
政
権
が
営
業
職
な
ど
へ
の

拡
大
を
目
論
ん
だ
が
「
不
適
切
デ
ー
タ
」
が
発
覚
し
た
た
め
労
政
審
（
労

働
条
件
分
科
会
）
で
の
審
議
は
い
っ
た
ん
頓
挫
し
た
。
し
か
し
、
経
営

側
の
強
い
要
求
に
よ
っ
て
審
議
が
再
開
さ
れ
、
経
営
側
は
頓
挫
し
た
「
課

題
解
決
型
開
発
提
案
業
務
」
と
「
裁
量
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
業
務
」

の
導
入
を
強
く
求
め
て
き
た
。
「
課
題
解
決
型
開
発
提
案
業
務
」
と
は

い
わ
ゆ
る
「
営
業
業
務
」
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
全
産
業
の
営
業
職
は

３
４
２
万
人
に
上
る
。
「
裁
量
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
業
務
」
と
は
例

え
ば
品
質
管
理
の
取
り
組
み
を
企
画
立
案
し
て
実
施
し
、
そ
れ
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
さ
ら
な
る
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
業
務
の
こ
と
を
い

う
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
計
画
（ 

P
lan

）
、
実
行
（Do

）
、
評
価
（Check

）
、

改
善(Action)

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

現
行
規
定
の
「
見
直
し
」
で
対
象
業
務
を
拡
大 

 
昨
年
12
月
27
日
、
労
政
審
は
銀
行
や
証
券
会
社
で
企
業
の
合
併
・
買

収
（
Ｍ
＆
Ａ
）
の
助
言
に
携
わ
る
業
務
を
20
番
目
の
「
専
門
業
務
型
裁

量
労
働
」
と
し
て
加
え
る
報
告
書
を
決
定
し
た
。
こ
の
報
告
に
は
「
課

題
解
決
型
開
発
提
案
業
務
」
や
「
裁
量
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
業
務
」 

 

み
な
し
労
働
＝
裁
量
労
働
制 

拡
大
を
阻
止
し
、
廃
止
し
よ
う 

 

単一労組公式サイト 

そ
れ
を
担
っ
た
過
ち
の
歴
史
を
断
じ
て
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
労
働
者
国

際
連
帯
の
も
と
、
戦
争
反
対
の
闘
い
を
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
９
条
改
憲
・

侵
略
戦
争
反
対
、
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対
を

掲
げ
て
メ
ー
デ
ー
を
闘
お
う
。 

 

５
・
１
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
へ
！ 

上
野
公
園
で
行
わ
れ
た
第
一
回
メ
ー
デ
ー
で
は
、「
８
時
間
労
働
制
」

「
最
低
賃
金
法
」
の
制
定
要
求
と
共
に
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
反
対
」
を
決

議
し
て
い
る
。 

 

１
９
１
８
年
８
月
、
日
本
は
米
・
英
・
仏
・
伊
な
ど
と
協
調
し
て
ロ

シ
ア
の
革
命
政
権
を
打
倒
す
べ
く
７
万
人
を
超
え
る
大
部
隊
を
ロ
シ

ア
に
派
兵
し
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
や
東
シ
ベ
リ
ア
を
占
領
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
策
謀
は
失
敗
に
帰
し
３
０
０
０
人
を
超
え
る
戦
死
者
を
だ
し
て

撤
兵
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

 

先
人
た
ち
は
労
働
者
国
際
連
帯
の
精
神
の
も
と
、
「
８
時
間
労
働
制

獲
得
」
と
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
反
対
」
を
掲
げ
て
第
一
回
メ
ー
デ
ー
を
闘

っ
た
。
し
か
し
日
本
の
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
体
制
が
強
ま
る
中
、
１
９

３
５
年
を
最
後
に
メ
ー
デ
ー
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
戦
時
中
、
労

働
組
合
は
解
散
し
て
大
日
本
産
業
報
国
会
に
統
合
さ
れ
、
戦
争
遂
行
に

協
力
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
メ
ー
デ
ー
が
再
開
さ
れ
る
の
は
敗
戦
後
の

１
９
４
６
年
で
あ
る
。 

 

今
年
の
第
94
回
メ
ー
デ
ー
は
、
欧
州
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
行

わ
れ
、
東
ア
ジ
ア
で
は
琉
球
弧
の
島
々
を
前
線
基
地
と
し
た
対
中
国
戦

争
が
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
に
危
険
な
緊
迫
し
た
情
勢
下
で
の

闘
い
と
な
る
。
私
た
ち
労
働
者
・
労
働
組
合
は
、
侵
略
戦
争
を
支
持
し 

 



 
に
つ
い
て
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
同
報
告
書
は
前
記
２

類
型
へ
の
適
用
を
念
頭
に
「
現
行
の
対
象
業
務
の
明
確
化
を
行
う
こ
と

が
適
当
」
な
ど
と
抽
象
的
に
言
及
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
１
/

30
日
経
新
聞
）
。
「
こ
の
表
現
に
つ
い
て
審
議
会
の
複
数
の
委
員
と
厚

労
省
幹
部
は
『
企
業
の
２
類
型
に
関
す
る
個
々
の
届
け
出
の
う
ち
、
既

存
条
文
の
再
解
釈
と
弾
力
運
用
に
よ
り
裁
量
労
働
に
な
り
う
る
も
の
は

認
め
る
と
の
意
味
だ
』
と
解
説
し
た
」
、
「
現
在
は
裁
量
労
働
制
の
対

象
外
だ
が
、
24
年
を
め
ど
に
企
業
か
ら
の
届
け
出
ご
と
に
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
」
と
も
報
じ
て
い
る
（
同
記
事
）
。
他
紙
も
「
法
改
正
せ

ず
現
行
法
（
＊
参
照
）
の
再
解
釈
と
運
用
に
よ
り
裁
量
労
働
に
な
り
う

る
も
の
は
認
め
る
と
の
意
味
だ
』
と
解
説
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
。 

 

労
政
審
の
ペ
テ
ン
・
連
合
の
裏
切
り
を
弾
劾
す
る 

 

「
現
行
の
対
象
業
務
の
明
確
化
を
行
う
こ
と
が
適
当
」
と
の
表
現
が

ど
う
し
た
ら
「
既
存
条
文
の
再
解
釈
と
弾
力
運
用
に
よ
り
裁
量
労
働
に

な
り
う
る
も
の
は
認
め
る
」
と
の
意
味
に
な
る
の
か
。
こ
れ
は
労
政
審

（
国
家
行
政
機
関
）
に
よ
る
労
働
者
・
労
働
組
合
へ
の
悪
質
極
ま
り
な

い
ペ
テ
ン
で
あ
る
。
労
政
審
の
労
働
条
件
分
科
会
に
は
労
働
者
代
表
と

し
て
連
合
本
部
の
幹
部
を
は
じ
め
連
合
傘
下
の
労
働
組
織
（
情
報
連
合
、

自
動
車
総
連
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
な
ど
）
の
役
員
８
名
が
就
任

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
彼
ら
も
こ
の
ペ
テ

ン
に
加
担
し
、
労
働
者
・
労
働
組
合
を
裏
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
連
合
が
国
家
・
総
資
本
の
補
完
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語 

っ
て
い
る
。 

労
政
審
の
ペ
テ
ン
と
連
合
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
、
営
業
職
な
ど
へ
の 

裁
量
労
働
制
適
用
が
実
質
的
に
来
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

労
政
審
の
ペ
テ
ン
と
連
合
の
裏
切
り
・
加
担
を
徹
底
的
に
宣
伝
・
弾
劾

し
、
営
業
職
な
ど
へ
の
拡
大
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
、
そ
し
て
裁
量
労

働
制
廃
止
に
向
け
た
闘
い
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

究
極
の
裁
量
労
働
制
と
も
言
え
る
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
」
（
高
プ
ロ
）
で
も
過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
の
労
働
が
相
次
い
で
い
る

こ
と
、
健
康
確
保
措
置
や
本
人
同
意
が
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
裁
量
労
働
制
は
８
時
間
労
働

制
を
破
壊
し
、
長
時
間
・
不
規
則
労
働
に
よ
っ
て
労
働
者
の
健
康
破
壊
、

過
労
死
に
直
結
す
る
。
裁
量
労
働
制
の
拡
大
を
阻
止
し
、
廃
止
に
向
け

て
取
り
組
も
う
。
８
時
間
労
働
制
を
再
確
立
し
、
労
働
時
間
短
縮
を
か

ち
と
ろ
う
。 

 

 

＊
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
（
労
基
法
38
条
の
３
）
①
新
商
品
も
し
く
は
新

技
術
の
研
究
開
発
ま
た
は
人
文
科
学
も
し
く
は
自
然
科
学
に
関
す
る
研
究
の
業

務
、
②
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
分
析
ま
た
は
設
計
の
業
務
、
③
新
聞
も
し
く
は

出
版
の
事
業
に
お
け
る
記
事
の
取
材
も
し
く
は
編
集
の
業
務
ま
た
は
放
送
番
組

の
制
作
の
た
め
の
取
材
も
し
く
は
編
集
の
業
務
、
④
衣
服
、
室
内
装
飾
、
工
業

製
品
、
広
告
等
の
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
の
考
案
の
業
務
、
⑤
放
送
番
組
、
映
画
等

の
制
作
の
事
業
に
お
け
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
又
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
業
務
、
⑥ 

前
各
号
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
業
務
な
ど
、
今
回
認
め
た
銀
行

や
証
券
会
社
の
Ｍ
＆
Ａ
業
務
な
ど
計
20
業
務
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。 

＊
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
（
労
基
法
38
条
の
４
）
事
業
の
運
営
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
の
業
務
で
あ
り
、
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
の
業
務
で
あ

る
こ
と
、
業
務
の
性
質
上
、
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ

だ
ね
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
業
務
遂
行
の
手
段
や
時
間
配
分
の
決
定
を
使
用
者

が
指
示
し
な
い
業
務
で
あ
る
こ
と
、
が
要
件
と
さ
れ
る
。 

 


